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※当月報掲載のまつり・イベント情報に関し、開催中止・延期・内容変更などが生じる場合がござ

います。最新の情報につきましては、お手数をお掛けいたしますが、お問い合わせ先へご確認くだ

さいますようよろしくお願い申し上げます。 

公益社団法人栃木県観光物産協会入会の御案内 

当協会は、栃木県における観光及び県産業製品の振興に関する事業を行い、公共の福祉の増

進と地域の活性化に寄与することを目的とした団体です。 
当協会設立の趣旨に御賛同いただき、御入会くださいますよう御案内申し上げます。 

 
お問い合わせ 
公益社団法人栃木県観光物産協会 総務課 
e-mail：soumu@tochigiji.or.jp                              

https://www.tochigiji.or.jp/pdf/organization/202007/kaiin_annai.pdf 
 



まつり・イベント情報（９月） 

 

１．第９回小山の日本一ビールまつり〔小山市〕 

小山市は全国でも有数のビール麦の産地です。当日は小山産の農産物をつまみに、小山産のビー

ル麦を使用した美味しいビールを堪能することができます。 

また、会場内特設ステージにて様々なイベントを実施するほか、市内業者による模擬店の出店も

予定しています。 

○日   時  2023 年９月１日（金）17:30～21:00 

 ９月２日（土）12:00～20:00 

○場   所  小山御殿広場（小山市中央町 1丁目 1-1）※小山市役所北側 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線小山駅から徒歩約８分 

         車 ：東北自動車道佐野藤岡 IC から約 30 分 

○問い合わせ  （一社）小山市観光協会 TEL 0285-30-4772 

 

２．中村八幡宮例大祭「流鏑馬
や ぶ さ め

」～多くの見物客で沸く、伝統の流鏑馬～〔真岡市〕 

中村八幡宮は、北関東に八社ある、八幡神を祭祀している一社であり、八八幡
やはちまん

と称され、広く知

られるようになりました。 

この中村八幡宮秋の例大祭恒例の「流鏑馬」が９月 17 日に行われます。江戸時代、仙台藩主伊

達吉村が参勤交代の際に、「神馬」を奉納したことをきっかけに、例大祭で若者が弓の腕を競った

のが始まりといわれています。 

中村八幡宮の「流鏑馬」は馬場通りを境内に向かって走る「凱旋流鏑馬」で、羽織を身にまとっ

た射手が太鼓の合図で参道を駆け抜け馬上から的をめがけて矢を放ちます。その姿は迫力満点で、

人馬一体の技は一見の価値があります。 

その他にも抜刀術大会や太太神楽の奉納、神輿渡御などの催しがあります。 

○日   時  2023 年９月 17 日（日） 

        ■生姜市 9:00～ 

        ■抜刀術大会・神馬参道行進 10:00～ 

        ■例大祭々礼 11:00～ 

        ■流鏑馬 12:00～ 

        ■太太神楽 13:00～ 

        ■神輿渡御・お囃子 13:30～ 

○場   所  中村八幡宮（真岡市中 556） 

○交通ガイド  電 車：真岡鐵道真岡駅から車で約 20 分 

            真岡鐵道寺内駅から車で約 10 分 

         車 ：北関東自動車道真岡 IC から約 15 分 

○駐 車 場  無料 約 330 台予定（常設約 30 台、臨時駐車場約 300 台） 

○問い合わせ  中村八幡宮 TEL 0285-82-3085 
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３．ミニマルシェスペシャルツアー〔日光市〕 

ミニマルシェに合わせ、日光湯元を散策するスペシャルツアーを開催します。 

通常は 15 分程度の道程を、当日の様子により地元ガイドがランダムにご案内いたします。 

○期   間  2023 年９月 23 日（土・祝）～24 日（日） 

        ■午前の部 ①9:30～  ②11:00～ 

        ■午後の部 ①14:00～ ②16:00～ 

         ※各回１時間実施、10 分前集合 

○場   所  日光湯元レストハウス（日光市湯元） 

○料   金  参加費：500 円（未就学児無料） 

○定   員  各回 15 名（先着順・要予約）※最小催行１名 

○申 込 方 法  下記問い合わせ先へご連絡ください。 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス湯元温泉行で約

90 分「湖畔前」または終点「湯元温泉」下車徒歩約５分 

         車 ：日光宇都宮道路清滝 IC から約 40 分 

○駐 車 場  無料 50 台以上（湯元スキー場駐車場等） 

○備   考  雨天時も希望があれば実施 

○問い合わせ  （一社）日光市観光協会 TEL 0288-22-1525 
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まつり・イベント情報（10 月） 

 

１．日光茶会〔日光市〕 

世界遺産「日光の社寺」の景観を堪能でき、茶会を通じて日頃味わえない文化に親しむことがで

きます。 

○日   時  2023 年 10 月１日（日）10:00～15:00 

○場   所  日光山輪王寺本坊表書院（表千家）、 

日光山輪王寺紫雲閣（裏千家・大日本茶道学会） 

（日光市山内 2300） 

○料   金  ■前売券（三席綴り券）3,000 円 

         販売開始…８月１日（火） 

         販売場所…日光公民館 8:30～17:15（土・日・祝日は除く） 

■当日券（三席綴り券）3,100 円、（一席券）1,100 円 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バスやしおの湯行、 

中禅寺温泉行、湯元温泉行で約 10 分「神橋」下車徒歩約 10 分 

または世界遺産めぐりバスで約 10 分「西参道茶屋」下車徒歩約５分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約 10 分 

○問い合わせ  日光公民館 TEL 0288-53-3700 

 

２．大岩山毘沙門天秋季大祭〔足利市〕 

奈良の信貴山
し ぎ さ ん

・京都の鞍馬山
くらまやま

とともに、日本三大毘沙門天の一つとして知られる大岩山毘沙門天

（大岩山多聞院最勝寺）で秋季大祭護摩修行（秋祭）が行われます。 

○日   時  2023 年 10 月１日（日）5:30～17:00 頃（参拝は終日） ＜毎年 10 月１日開催＞ 

        ■護摩修行 5:30、10:00、13:30 

○場   所  大岩山毘沙門天（大岩山多聞院最勝寺）（足利市大岩町 570） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線足利駅から車で約 20 分 

            東武伊勢崎線足利市駅から車で約 20 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 30 分 

            東北自動車道佐野藤岡 IC から約 50 分 

○問い合わせ  最勝寺 TEL 0284-21-8885 

 

３．今市屋台まつり〔日光市〕※開催未定 

今市地区の各町内の伝統ある彫刻屋台と花屋台が JR 今市駅前通りに繰り出し、お囃子の競演を

実施します。間近で見る各町内の彫刻屋台や花屋台のぶっつけは迫力満点で、お囃子の音色が祭り

を一層盛り上げます。 

○日   時  2023 年 10 月中旬 13:00～19:00 

○場   所  JR 今市駅前通り（日光市中央町） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線今市駅から徒歩すぐ 

または東武日光線下今市駅から徒歩約５分 

         車 ：日光宇都宮道路今市 IC から約５分 

            ※開催の場合は交通規制あり（例年 11:30～20:00 頃） 

○問い合わせ  日光市今市納涼祭実行委員会事務局（日光商工会議所） TEL 0288-30-1171 
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４．第 72 回小山市菊花大会〔小山市〕 

市内菊愛好者の会「小山晃思会
こうしかい

」による菊花大会。今年で 72 回目を迎える“小山の秋の風物詩”

です。会員全員の協力により作られる鮮やかで迫力ある「富士山」をはじめ、一般盆養菊
ぼんようきく

や静岡懸崖
けんがい

など、数多くの菊花が咲き誇ります。 

○期   間  2023 年 10 月 21 日（土）～11 月 12 日（日）9:00～16:00 

       ※11 月１日（水）は審査会実施の為、終日入場できません。 

○場   所  道の駅思川（小山市大字下国府塚 25-1） 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線小山駅から小山市コミュニティバス「おーバス」道の駅線で 

約 15 分「道の駅」下車 

         車 ：東北自動車道佐野藤岡 IC から約 25 分 

○問い合わせ  小山晃思会事務局 TEL 0285-30-4772（土曜・日曜・祝日は除く） 

4



まつり・イベント情報（11 月） 

 

１．ライトアップ日光 2023〔日光市〕※詳細未定 

 世界遺産「日光の社寺」が幻想的な光に照らし出されます。 

日中とはまた違った情緒たっぷりの散策は秋の夜長におすすめです。 

○期   間  2023 年 11 月３日（金・祝）～５日（日）18:00～21:00 

○場   所  日光東照宮・日光山輪王寺・日光二荒山神社（日光市山内） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から東武バス清滝行、 

やしおの湯行、中禅寺温泉行、湯元温泉行で約７分「神橋」下車 

徒歩約 20 分圏内 

○駐 車 場  あり（有料） 

○問い合わせ  日光商工会議所（平日） TEL 0288-50-1171 

        （一社）日光市観光協会（土・日・祝日） TEL 0288-22-1525 

 

２．足利織姫神社秋季例大祭〔足利市〕※開催予定・詳細未定 

 足利織姫神社秋季例大祭は、かつて「織物のまち」として栄えた足利市のシンボルともいえる足

利織姫神社の秋のお祭りです。 

織姫山の中腹にあり、朱塗りの美しい神殿が目を引く足利織姫神社は足利の人気スポットとなっ

ており、産業振興や縁結びを願う人たちの姿が絶えません。 

神社は、恋人の聖地及び日本夜景遺産にも認定されています。 

○期   日  2023 年 11 月３日（金・祝）＜毎年同日開催＞ 

○場   所  足利織姫神社（足利市西宮町 3889） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線足利駅から徒歩約 20 分 

東武伊勢崎線足利市駅から徒歩約 20 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 15 分 

○問い合わせ  足利織姫神社奉賛会事務局（足利織物会館内） TEL 0284-22-0313 

 

３．鑁阿寺
ば ん な じ

秋祭〔足利市〕 

 古くから「大日さま」として親しまれている鑁阿寺の秋のお祭りです。 

七五三の晴れ着を着たお子様連れのご家族も多く訪れ、本堂や大銀杏をバックに記念写真を撮る

姿が絶えません。 

○日   時  2023 年 11 月３日（金・祝） 

        ■大護摩 10:30、12:00、13:30、15:00（予定） 

○場   所  鑁阿寺境内（足利市家富町 2220） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線足利駅から徒歩約 10 分 

東武伊勢崎線足利市駅から徒歩約 15 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC より約 10 分 

○問い合わせ  鑁阿寺 TEL 0284-41-2627 

 

４．宇都宮餃子祭り 2023〔宇都宮市〕 

 宇都宮城址公園で「宇都宮餃子祭り」を 11 月３日（金・祝）～５日（日）まで開催します。 

会場に約 30 店舗の宇都宮餃子会加盟店が一堂に会し、１皿 200 円の均一価格で有名店の宇都宮餃

子の食べ比べを楽しめます。 

宇都宮城址公園のほか、宇都宮市役所東駐車場の一部も会場にし、餃子を食べるためのスペース
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を設けます。 

※開催時期の感染状況により、中止の判断をする場合もあります。 

○期   間  2023 年 11 月３日（金・祝）～５日（日）※雨天決行 

○場   所  宇都宮城址公園（宇都宮市本丸町 1-15） 

○料   金  販売価格：１皿 200 円 

※１皿あたりの餃子の個数は、店舗ごとに異なります。 

※電子マネーもご利用になれます。 

○交通ガイド  東武宇都宮線東武宇都宮駅から徒歩約 10 分 

JR 宇都宮駅から市内バス「きぶな」で約 20 分「宇都宮城址公園入口」下車 

徒歩約１分 

        ※会場周辺に専用駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用ください。 

○問い合わせ  宇都宮餃子祭り実行委員会（宇都宮観光コンベンション協会内） 

TEL 028-678-8039 

 

５．第 108 回益子秋の陶器市〔益子町〕 

 「第 108 回益子秋の陶器市」が城内坂・道祖土（さやど）地区を中心に益子町内各所で 11 月３

日（金・祝）～６日（月）まで開催されます。 

陶器市は 1966 年（昭和 41 年）から始まり、例年、春のゴールデンウイークと秋の 11 月３日前

後に開催されます。販売店約 50 店舗の他、約 600 のテントが立ち並び、伝統的な益子焼からカッ

プや皿などの日用品、美術品まで販売されます。 

また、テントでは新進作家や窯元の職人さん達と直接会話を楽しむことができます。 

焼物だけでなく、地元農産物や特産品の販売も行われ、春秋あわせて約 60 万人の人出があり大

変賑わいます。 

○期   間  2023 年 11 月３日（金・祝）～６日（月）9:00〜17:00（各店舗により異なる） 

        ※雨天決行 

○場   所  益子町内各所（城内坂、道祖土
さ や ど

地区中心） 

○交通ガイド  電 車：真岡鐵道益子駅から徒歩約 20 分 

            JR 宇都宮駅から関東バス益子行で約 60 分「益子参考館前」、 

「道祖土上
さ や ど が み

」、「陶芸メッセ入口」、「城内坂」のいずれかで下車 

秋葉原駅から高速バス関東やきものライナーで約２時間 30 分 

「陶芸メッセ入口」下車 

         車 ：北関東自動車道桜川筑西 IC から約 20 分 

北関東自動車道真岡 IC から約 25 分 

○駐 車 場  無料・有料各所あり 

○問い合わせ  益子町観光協会 TEL 0285-70-1120 

 

６．第 46 回足利尊氏公マラソン大会〔足利市〕 

 足利尊氏公マラソン大会は毎年 11 月第１日曜日に開催される足利の歴史や文化、自然を感じな

がら走るマラソン大会です。コースの高低差が 10ｍ以内、フラットで好タイムが狙いやすいとラン

ナーからも好評で、毎年ゲストランナーを招待するなどして大会を盛り上げます。今年の大会をさ

らに盛り上げてくださるのは、足利みらい応援大使の堀優衣さんに決まりました。 

健脚自慢の方のみならず、走りながら足利のまち並みや風景を楽しまれたい方も是非エントリー

をお待ちしております。 

○日   時  2023 年 11 月５日（日）＜毎年 11 月第１日曜日開催＞ 

■開会式 8:00～ 
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○場   所  足利ガスグラウンド（足利市総合運動場 陸上競技場）（足利市田所町 1123） 

○種   目  ハーフ：定員 2,000 名 

         10ｋｍ：定員 1,500 名 

          ５ｋｍ：定員 1,000 名 

          ３ｋｍ：定員 500 名 

         ３ｋｍペア：定員 500 名 

○申 込 方 法  ７月３日（月）～９月１日（金）までに下記問い合わせ先にご連絡ください。 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線足利駅から徒歩約 15 分 

東武伊勢崎線足利市駅から徒歩約 30 分 

         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 10 分 

○問い合わせ  足利尊氏公マラソン大会実行委員会（足利市教育委員会 市民スポーツ課内） 

TEL 0284-20-2232 

 

７．ライトアップ奥日光〔日光市〕※開催予定・詳細未定 

日本三名瀑の一つに数えられる「華厳滝」をはじめとしたライトアップを実施します。 

幻想的な夜の奥日光をお楽しみください！ 

○期   間  2023 年 11 月 11 日（土）～19 日（日）※時間未定 

○場   所  ・華厳滝 

・日光山中禅寺 

        ・二荒山神社中宮祠 

        ・イタリア大使館別荘記念公園・英国大使館別荘記念公園 

○駐 車 場  あり（有料・無料） 

○備   考  本年はリレー形式ではなく、全場所で同時開催予定。 

○問い合わせ  （一社）日光市観光協会 TEL 0288-22-1525 

 

８．たんたん祭り 2023〔高根沢町〕 

高根沢町を代表する秋のお祭り「たんたん祭り」を４年ぶりに有観客で開催します。 

また、昨年度に引き続き宇都宮メディア・アーツ専門学校とコラボレーションし、顔出しパネル

とミニモミュメント「たんたんボッチ」を展示します。 

○期   間  【たんたんボッチモニュメント展示会】 

         2023 年 11 月 11 日（土）～24 日（金）予定 

【たんたん祭り 2023】 

2023 年 11 月 25 日（土）※荒天時は 26 日（日）に順延 

○場   所  道の駅たかねざわ 元気あっぷむら（塩谷郡高根沢町上柏崎 588-1） 

○交通ガイド  電 車：JR 宇都宮線宝積寺駅からタクシーで約 15 分 

         車 ：東北自動車道宇都宮 IC から約 30 分 

            北関東自動車道宇都宮上三川 IC から約 30 分 

            北関東自動車道真岡 IC から約 30 分 

○備   考  詳細は高根沢町観光協会ホームページまたはインスタグラム（順次公開）をご覧

ください。（順次公開） 

        ホームページ https://www.town.takanezawa.tochigi.jp/kanko/ 

        インスタグラム ＠tantan_festival 

○問い合わせ  たんたん祭り実行委員会事務局（高根沢町産業課） TEL 028-675-8104 
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９．大室髙龗
た か お

神社例祭〔日光市〕 

一年に一度行われる神社でもっとも重要なお祭りで、日光二荒山神社より献幣使の御奉仕を頂き、

雅楽の調べの中、厳粛に執り行われます。 

○日   時  2023 年 11 月 15 日（水）11:00～ 

○場   所  大室髙龗神社（日光市大室 1619） 

○交通ガイド  電 車：東武日光線下今市駅から徒歩３分、関東バス「東武下今市駅入口」から 

            塩野室経由・下小林行で約 15 分「大室十文字」下車徒歩約 20 分 

         車 ：日光宇都宮道路大沢 IC から約 15 分 

○駐 車 場  無料（神社専用あり） 

○問い合わせ  大室髙龗神社 TEL 0288-26-6240 

 

10．報徳二宮神社例大祭〔日光市〕 

 今市振興の祖、報徳仕法で街の発展に尽力を尽くし、今市で生涯を終えられた二宮金次郎。学問・

経営の神様としても知られ、尊徳さんの名で親しまれていますが、その命日に毎年行われる、報徳

二宮神社最大の祭典です。 

○日   時  2023 年 11 月 17 日（金）11:00～15:00 ※予定 

○場   所  報徳二宮神社（日光市今市 743） 

○交通ガイド  電 車：東武日光線下今市駅から徒歩約３分 

         車 ：日光宇都宮道路今市 IC から約５分 

○駐 車 場  無料（神社専用あり） 

○備   考  例年、祭典終了後（13:00～）に行われている奉納余興（のど自慢大会、ミニバ

ザー、ガラマキ）については未定 

○問い合わせ  報徳二宮神社 TEL 0288-21-0138 

 

11．第 40 回収穫祭（ココ・ファーム・ワイナリー）〔足利市〕 

 晩秋の週末、葡萄畑で出来立てのワインを楽しむ収穫祭は、毎年沢山の人で賑わいます。 

スペシャルゲストを招いての演奏会も開かれ、２日間にわたりたくさんのお客様が秋の日差しの

下、ワインを手に思い思いの楽しいひと時を過ごされます。 

○期   間  2023 年 11 月 18 日（土）～19 日（日）10:00～15:00（8:30 開場） ※雨天決行 

○場   所  ココ・ファーム・ワイナリー こころみ学園の葡萄畑（足利市田島町 611） 

○料   金  １名につき 5,000 円 

○交通ガイド  JR 両毛線足利駅、東武伊勢崎線足利市駅からシャトルバスまたはタクシー等をご

利用ください。 

○備   考  ９月１日（金）から予約開始（申込方法等は未定につき、下記問い合わせ先へご

確認ください。） 

○問い合わせ  ココ・ファーム・ワイナリー TEL 0284-42-1194 

 

12．釋奠
せきてん

〔足利市〕 

 孔子とその高弟をまつる儀式で、足利学校（国指定史跡・日本遺産）では、毎年 11 月 23 日に開

催されています。 

現在は、東京の湯島聖堂など全国でも数箇所だけに残っている大変珍しい行事です。 

○日   時  2023 年 11 月 23 日（木・祝）10:00～ 

○場   所  史跡足利学校 孔子廟
こうしびょう

（足利市昌平町 2338） 

○交通ガイド  電 車：JR 両毛線足利駅から徒歩約 10 分 

東武伊勢崎線足利市駅から徒歩約 15 分 
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         車 ：北関東自動車道足利 IC から約 10 分 

○問い合わせ  史跡足利学校事務所 TEL 0284-41-2661 

 

13．子供強飯式
ごうはんしき

〔日光市〕※開催及び詳細未定 

 山伏と強力に扮した小中学生が法螺貝や太鼓を合図に登場し、白装束の強飯頂戴人と呼ばれる大

人に対し山盛りの里芋やご飯を強います。 

無病息災や豊作を祈る市の無形民俗文化財に指定されている奇祭です。 

○日   時  2023 年 11 月 25 日（土）10:00～12:00 

○場   所  生岡
い き お か

神社（日光市七里 186-2） 

○交通ガイド  電 車：JR 日光線日光駅・東武日光線東武日光駅から関東バス宇都宮駅行で 

約３分「生岡神社前」下車徒歩約 10 分 

         車 ：日光宇都宮道路日光 IC から約５分 

○問い合わせ  （一社）日光市観光協会 TEL 0288-22-1525 
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名称 市町名 場所（集合場所） 問い合わせ TEL
（E-mail・HP等）

創作劇那須野の大地 那 須塩 原市
那須塩原市GUNEI三島ホール
（那須塩原市東三島６丁目337）

劇団なすの
https://forms.of
fice.com/r/VD2

TCBqnAn

塩原温泉古式湯まつり 那 須塩 原市

・元湯温泉
（那須塩原市）
・塩原八幡宮
（那須塩原市中塩原11）
・那須塩原市塩原支所
（那須塩原市中塩原1-2）
・湯っ歩の里
（那須塩原市塩原602-1）

塩原温泉観光協会 0287-32-4000

寺岡山元三大師　萩まつり 足 利 市
寺岡山元三大師
（足利市寺岡町871）

寺岡山元三大師 0284-91-3236

生子(いきこ)神社の泣き相撲
【国選択無形民俗文化財指定】

鹿 沼 市
生子神社
（鹿沼市樅山町1167）

（一社）鹿沼市観光協会
（屋台のまち中央公園内）

0289-60-6070

物外軒無料開放 足 利 市
物外軒
（足利市通６丁目3161-3）
※織姫公民館裏手

足利市教育委員会文化課 0284-20-2230

日光手打ちそばスタンプラリー
※詳細未定

日 光 市 日光市内の参加各店 日光市農政課 0288-21-5171

大小山火祭り 足 利 市
鳳仙寺
（足利市西場町756）

寺島様 090-5250-6170

御食堂室内特別公開 日 光 市
日光田母沢御用邸記念公園
（日光市本町8-27）

日光田母沢御用邸記念公園 0288-53-6767

御日拝所室内特別公開 日 光 市
日光田母沢御用邸記念公園
（日光市本町8-27）

日光田母沢御用邸記念公園 0288-53-6767

日光東照宮秋季大祭
※開催予定

日 光 市
日光東照宮表参道
（日光市山内2301）

日光東照宮 0288-54-0560

光の花の庭　フラワーファンタジー2023 足 利 市
あしかがフラワーパーク
（足利市迫間町607）

あしかがフラワーパーク 0284-91-4939

下野國一社八幡宮秋祭 足 利 市
下野國一社八幡宮
（足利市八幡町387）

下野國一社八幡宮社務所 0284-71-0292

日光山輪王寺 逍遥園ライトアップ
※開催予定

日 光 市
日光山輪王寺 逍遥園
（日光市山内2300）

日光山輪王寺 0288-54-0531

荒沢不動尊護摩供養
※開催予定

日 光 市
裏見ノ滝
（日光市丹勢）

興雲律院 0288-54-0260

・９月２日（土）
　18:00～
・９月３日（日）
　13:00～

９月24日（日）
11;00～

過去に掲載のまつり・イベント

次のまつり・イベントは、９月号に掲載しておりませんので、８月号をご覧ください。

期日

９月24日（日）
10:00～

９月24日（日）
9:00～16:00

10月、11月の日曜日、祝日
9:00～16:00

10月～12月

10月28日（土）
11:00～12:00

10月９日（月・祝）
11:00～

10月14日（土）～11月14日（火）

10月14日（土）～11月14日（火）

10月16日（月）～17日（火）

10月25日（水）～11月15日（水）

10月18日（水）～２月14日（水）
※予定

10月21日（土）
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市
町
名

花
見
頃

場
所
（
住
所
）

紹
　
　
介

交
通
ア
ク
セ
ス

問
い
合
わ
せ

９
月

下
旬

～
1
0
月

上
旬

金
精

峠
（
日

光
市

湯
元

）
湯

の
湖

・
戦

場
が

原
も
一

望
で
き
ま
す
。

1
0
月

上
旬

～
中

旬
湯

ノ
湖

・
湯

滝
・
竜

頭
の

滝

湯
ノ
湖

で
は

、
湖

面
に
紅

葉
が

写
り
込

み
、
静

寂
で
神

秘
的

な
風

景
に
包

ま
れ

ま
す
。

湯
滝

や
竜

頭
の

滝
で
は

、
激

し
い
流

水
と
燃

立
つ
紅

葉
が

、
躍

動
的

な
印

象
を
与

え
ま
す
。

1
0
月

上
旬

～
中

旬
光

徳
～

戦
場

が
原

～
小

田
代

が
原

山
々

に
囲

ま
れ

た
高

原
が

色
づ
き
ま
す
。

戦
場

ケ
原

が
一

面
黄

金
色

に
色

づ
く
草

紅
葉

は
9
月

下
旬

頃
。

1
0
月

中
旬

～
下

旬
中

禅
寺

湖
湖

畔
～

華
厳

滝
（
日

光
市

中
宮

祠
）

紅
葉

に
彩

ら
れ

た
男

体
山

と
中

禅
寺

湖
、
華

厳
滝

と
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は

見
事

。

1
0
月

中
旬

～
下

旬
い
ろ
は

坂
車

窓
に
広

が
る
“
い
ろ
は

坂
”
の

紅
葉

を
眺

め
な
が

ら
、
の

ん
び
り
と
ド
ラ
イ
ブ

を
お
楽

し
み

く
だ
さ
い
。

1
0
月
下
旬
～
1
1
月
上

旬
霧

降
高

原
～

霧
降

の
滝

（
日

光
市

所
野

）
日

光
三

名
瀑

の
一

つ
“
霧

降
の

滝
”
が

、
紅

葉
の

山
々

の
中

を
流

れ
落

ち
ま

す
。

1
1
月

上
旬

世
界

遺
産

「
日

光
の

社
寺

」
周

辺
（
日

光
市

山
内

）
世

界
の

伝
統

的
な
建

築
美

が
紅

葉
に
包

ま
れ

ま
す
。

ハ
ー
ブ

～
1
1
月
頃

あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

（
足
利
市
迫
間
町
6
0
7
）

1
,0
0
0
㎡
の
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
に
は
、
様
々
な
ハ
ー
ブ
が
育
ち
、
そ
の
色
と
香
り
が
楽
し

め
ま
す
。

ス
イ
レ
ン

（
熱
帯
性
ス
イ
レ
ン
）

６
月
下
旬
～
1
1
月
下
旬

あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

（
足
利
市
迫
間
町
6
0
7
）

水
辺
の
花
の
女
王
・
熱
帯
性
ス
イ
レ
ン
、
紅
・
紫
・
白
等
の
色
鮮
や
か
な
花
が
涼
や
か

に
可
憐
に
咲
き
ほ
こ
り
ま
す
。

ア
メ
ジ
ス
ト
セ
ー

ジ
1
0
月
上
旬
～
1
1
月
下
旬

あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

（
足
利
市
迫
間
町
6
0
7
）

２
万
株
の
紫
色
の
花
が
咲
き
乱
れ
ま
す
。
一
番
の
見
頃
は
1
0
月
中
旬
か
ら
1
1
月
中
旬

で
す
｡

足
利
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
課

観
光
・
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当

T
E
L
　
0
2
8
4
-
2
0
-
2
1
6
5

（
一
社
）
足
利
市
観
光
協
会

T
E
L
　
0
2
8
4
-
4
3
-
3
0
0
0

あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

T
E
L
　
0
2
8
4
-
9
1
-
4
9
3
9

【
電
車
】

・
Ｊ
Ｒ
両
毛
線
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
駅
か
ら
徒
歩
約
3
分

・
東
武
伊
勢
崎
線
足
利
市
駅
か
ら
車
で
約
3
0
分

（
土
日
祝
：
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
日
あ
り
ま
す
）

【
車
】

・
北
関
東
自
動
車
道
足
利
IC
か
ら
約
1
5
分

・
東
北
自
動
車
道
佐
野
藤
岡
IC
か
ら
約
1
8
分

足 利 市

各
　
地
　
の
　
花
　
情
　
報

日 光 市
紅
葉

（
一
社
）
日
光
市
観
光
協
会

T
E
L
　
0
2
8
8
-
2
2
-
1
5
2
5
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市
町

名
花

見
頃

場
所

（
住

所
）

紹
　
　
介

交
通

ア
ク
セ
ス

問
い
合

わ
せ

各
　
地

　
の

　
花

　
情

　
報

鑁
阿
寺

（
足
利
市
家
富
町
2
2
2
0
）

史
跡
足
利
学
校

（
足
利
市
昌
平
町
2
3
3
8
）

善
徳
寺

（
足
利
市
大
町
1
-
2
）

足
利
織
姫
神
社

（
足
利
市
西
宮
町
3
8
8
9
）

【
電
車
】

・
J
R
足
利
駅
か
ら
徒
歩
約
2
0
分

・
東
武
伊
勢
崎
線
足
利
市
駅
か
ら
徒
歩
約
2
5
分

【
車
】

北
関
東
自
動
車
道
足
利
IC
か
ら
約
1
0
分

草
雲
美
術
館

（
足
利
市
緑
町
2
丁
目
3
7
6
8
）

【
電
車
】

・
東
武
伊
勢
崎
線
足
利
市
駅
か
ら
車
で
約
1
0
分

・
J
R
両
毛
線
足
利
駅
か
ら
車
で
約
1
5
分

【
車
】

北
関
東
自
動
車
道
足
利
IC
か
ら
約
2
0
分

行
道
山
浄
因
寺

（
足
利
市
月
谷
町
1
5
7
9
）

【
電
車
】

Ｊ
Ｒ
両
毛
線
足
利
駅
か
ら
生
活
路
線
バ
ス
あ
し
バ
ス
ア
ッ
シ
ー
行
道

線
で
約
2
0
分
ま
た
は
東
武
伊
勢
崎
線
足
利
市
駅
か
ら
生
活
路
線
バ

ス
あ
し
バ
ス
ア
ッ
シ
ー
行
道
線
で
約
3
0
分
「
行
道
山
」
下
車
徒
歩
約

4
0
分

【
車
】

北
関
東
自
動
車
道
足
利
IC
か
ら
約
1
0
分

名
草
巨
石
群

（
足
利
市
名
草
上
町
）

【
車
】

・
北
関
東
自
動
車
道
足
利
IC
か
ら
約
2
0
分

・
東
北
自
動
車
道
佐
野
藤
岡
IC
か
ら
約
4
0
分

足 利 市

足
利
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
課

観
光
・
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当

T
E
L
　
0
2
8
4
-
2
0
-
2
1
6
5

（
一
社
）
足
利
市
観
光
協
会

T
E
L
　
0
2
8
4
-
4
3
-
3
0
0
0

い
ち
ょ
う

1
1
月
上
旬
～
下
旬

樹
齢
約
5
5
0
年
と
も
、
約
6
5
0
年
と
も
い
わ
れ
る
鑁
阿
寺
の
大
銀
杏
は
、
栃
木
の
名
木

百
選
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
高
さ
3
0
m
を
超
え
る
こ
の
大
銀
杏
全
体
が
黄
金
色
に
染

ま
る
そ
の
姿
は
圧
巻
で
す
。
鑁
阿
寺
近
く
の
足
利
学
校
や
善
徳
寺
の
銀
杏
も
見
事
に

色
付
き
、
「
中
世
の
歴
史
薫
る
ま
ち
」
と
言
わ
れ
る
足
利
の
秋
に
彩
り
を
添
え
ま
す
。

【
電
車
】

・
J
R
両
毛
線
足
利
駅
か
ら
徒
歩
約
1
0
分

・
東
武
伊
勢
崎
線
足
利
市
駅
か
ら
徒
歩
約
1
5
分

【
車
】

北
関
東
自
動
車
道
足
利
IC
か
ら
約
1
0
分

も
み

じ
・
紅

葉
全

般
1
1
月
上
旬
～
下
旬

（
気
候
に
よ
り
変
動
あ
り
）

織
姫
公
園
の
も
み
じ
谷
で
は
、
約
1
,0
0
0
本
の
も
み
じ
や
ユ
リ
ノ
キ
が
赤
や
黄
色
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
を
描
き
、
そ
の
美
し
さ
は
訪
れ
る
人
を
非
日
常
の
世
界
へ
と
誘
い
ま
す
。

こ
の
時
期
は
市
内
各
観
光
名
所
で
赤
や
黄
色
に
染
ま
る
秋
の
景
色
を
お
楽
し
み
頂
け

ま
す
。
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市
町

名
施

設
名

内
　

容
住

　
所

問
い

合
わ

せ
時

　
期

備
　

考

中
村

ぶ
ど

う
園

足
利

市
大

沼
田

町
T
E
L
　

0
2
8
4
-
9
1
-
1
2
3
0

戸
叶

ぶ
ど

う
園

足
利

市
大

沼
田

町
T
E
L
　

0
2
8
4
-
9
1
-
0
7
2
7

堀
越

ぶ
ど

う
園

足
利

市
大

沼
田

町
T
E
L
　

0
2
8
4
-
9
1
-
0
4
3
3

久
保

ぶ
ど

う
園

足
利

市
名

草
上

町
T
E
L
　

0
2
8
4
-
4
1
-
9
0
5
5

尾
花

ぶ
ど

う
園

足
利

市
久

保
田

町
T
E
L
　

0
2
8
4
-
7
2
-
6
7
9
0

せ
せ

ら
ぎ

梨
園

梨
足

利
市

奥
戸

町
T
E
L
　

0
2
8
4
-
9
1
-
1
7
2
4

遠
藤

ブ
ル

ー
ベ

リ
ー

園
芳

賀
郡

益
子

町
七

井
2
3
6
1
-
1

T
E
L
　

0
9
0
-
5
9
9
4
-
7
4
6
9

ブ
ル

ー
ベ

リ
ー

と
里

山
と

芳
賀

郡
益

子
町

本
沼

4
5
3
-
1

T
E
L
　

0
7
0
-
4
2
0
6
-
1
0
0
0

広
田

果
樹

園
ブ

ル
ー

ベ
リ

ー
、

梅
、

り
ん

ご
芳

賀
郡

益
子

町
山

本
6
4

T
E
L
　

0
2
8
5
-
7
2
-
2
8
3
1

谷
口

ぶ
ど

う
園

芳
賀

郡
益

子
町

上
大

羽
1
1
0
8

T
E
L
　

0
2
8
5
-
7
2
-
3
1
4
9

廣
沢

ぶ
ど

う
園

芳
賀

郡
益

子
町

山
本

4
3
2

T
E
L
　

0
2
8
5
-
7
2
-
2
8
1
8

岩
崎

り
ん

ご
園

芳
賀

郡
益

子
町

七
井

1
7
7
3

T
E
L
　

0
2
8
5
-
7
2
-
5
1
3
9

ア
ッ

プ
ル

ラ
ン

ド
島

田
芳

賀
郡

益
子

町
大

沢
6
8
8
-
1

T
E
L
　

0
2
8
5
-
7
2
-
5
0
5
4

島
田

り
ん

ご
園

芳
賀

郡
益

子
町

大
沢

3
3
6
2
-
1

T
E
L
　

0
2
8
5
-
7
2
-
4
6
4
2

※
栽

培
品

種
、

収
穫

時
期

や
直

売
情

報
等

に
つ

い
て

は
、

直
接

栽
培

農
園

へ
お

問
い

合
わ

せ
く
だ

さ
い

。

※
天

候
な

ど
の

影
響

に
よ

り
、

収
穫

時
期

は
変

動
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

観
　

　
光

　
　

農
　

　
園

　
　

情
　

　
報

○
ブ

ル
ー

ベ
リ

ー
 　

６
月

上
旬

～
９

月
上

旬
○

梅
　

　
　

　
　

　
　

　
６

月
上

旬
～

下
旬

○
ぶ

ど
う

　
　

　
　

　
　

８
月

中
旬

～
1
1
月

上
旬

○
り

ん
ご

　
　

　
　

　
　

８
月

下
旬

～
1
2
月

下
旬

り
ん

ご

ぶ
ど

う

ぶ
ど

う

ブ
ル

ー
ベ

リ
ー

足 利 市

○
ぶ

ど
う

　
　

７
月

中
旬

～
1
0
月

下
旬

○
梨

　
　

　
　

 ８
月

上
旬

～
９

月
下

旬

※
各

農
園

に
よ

っ
て

収
穫

期
間

が
異

な
り

ま
す

。
ま

た
、

摘
み

取
り

体
験

等
に

つ
き

ま
し

て
は

事
前

に
各

農
園

へ
お

問
い

合
わ

せ
く
だ

さ
い

。

益 子 町
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市
町
名

施
設
名

内
　
容

住
　
所

問
い
合
わ
せ

時
　
期

備
　
考

観
　
　
光
　
　
農
　
　
園
　
　
情
　
　
報

益 子 町
J
A
は
が
野
　
益
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
直
売
所

梨
、
ぶ
ど
う
、
り
ん
ご

芳
賀
郡
益
子
町
塙
5
2
7
-
6

T
E
L
　
0
2
8
5
-
7
2
-
8
7
6
8

F
A
X
　
0
2
8
5
-
7
2
-
6
5
8
2

※
9
:0
0
～
1
7
:0
0

（
団
体
の
み
受
付
）

〇
梨
狩
り
（
２
個
も
ぎ
取
り
）

期
間
：
８
月
下
旬
～
９
月
下
旬

料
金
：
6
5
0
円

〇
ぶ
ど
う
狩
り
（
１
房
も
ぎ
取
り
）

期
間
：
９
月
上
旬
～
1
0
月
上
旬

料
金
：
7
0
0
円

○
り
ん
ご
狩
り
（
２
個
も
ぎ
取
り
）

期
間
：
９
月
下
旬
～
1
1
月
下
旬

料
金
：
6
5
0
円
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市
町

名
施

　
設

　
名

催
　

　
し

会
　

期
料

金
等

休
館

日
交

通
ア

ク
セ

ス
問

い
合

わ
せ

高 根 沢 町

高
根

沢
町

歴
史

民
俗

資
料

館
（
塩

谷
郡

高
根

沢
町

大
字

石
末

1
8
2
5
）

※
町

民
広

場
内

「
高

根
沢

町
歴

史
民

俗
資

料
館

企
画

展
　

H
O

N
D

A
展

」
高

根
沢

町
に

ゆ
か

り
の

あ
る

本
田

技
研

工
業

株
式

会
社

の
車

両
を

展
示

す
る

「
Ｈ

ｏ
ｎ

ｄ
ａ
展

」
を

開
催

し
ま

す
。

本
田

技
研

工
業

株
式

会
社

の
貴

重
な

フ
ォ

ー
ミ

ュ
ラ

カ
ー

等
を

間
近

で
感

じ
る

こ
と

の
で

き
る

展
示

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
ぜ

ひ
ご

覧
く
だ

さ
い

。

９
月

９
日

（
土

）
～

1
1
月

５
日

（
日

）
無

料

月
曜

日
（
祝

日
を

除
く
）
、

祝
日

の
翌

日
（
土

・
日

・
祝

日
を

除
く
）
、

年
末

年
始

（
1
2
月

2
8
日

～
１

月
４

日
）

【
電

車
】

・
J
R

宇
都

宮
線

宝
積

寺
駅

か
ら

タ
ク

シ
ー

で
約

1
0
分

・
J
R

烏
山

線
下

野
花

岡
駅

か
ら

徒
歩

約
2
5
分

高
根

沢
町

教
育

委
員

会

生
涯

学
習

課

T
E
L
　

0
2
8
-
6
7
5
-
3
1
7
5

【
足

利
市

立
美

術
館

企
画

展
 色

彩
散

歩
 -

P
ro

m
e
n
a
n
d
e
 I
n
 C

o
lo

r-
 コ

レ
ク

シ
ョ

ン
展

2
0
2
3
】

私
た

ち
が

目
に

す
る

景
色

は
、

無
数

の
色

に
彩

ら
れ

て
い

ま
す

。
こ

う
し

た
色

彩
は

、
さ

ま
ざ

ま
な

感
情

や
記

憶
を

呼
び

起
こ

し
て

く
れ

ま
す

。
そ

し
て

絵
画

な
ど

の
美

術
で

表
さ

れ
る

色
彩

も
、

私
た

ち
に

働
き

か
け

て
心

を
動

か
す

作
用

を
持

っ
て

い
ま

す
。

こ
の

展
覧

会
で

は
、

足
利

市
立

美
術

館
が

所
蔵

す
る

作
品

の
中

か
ら

、
多

様
な

ジ
ャ

ン
ル

の
美

術
家

が
、

と
り

わ
け

色
彩

に
強

い
思

い
を

込
め

て
制

作
し

た
作

品
を

厳
選

し
て

ご
覧

い
た

だ
き

ま
す

。
美

術
館

の
中

で
色

彩
を

め
ぐ

り
歩

く
ひ

と
と

き
を

、
ど

う
ぞ

お
楽

し
み

く
だ

さ
い

。

８
月

2
6
日

（
土

）
～

1
0
月

2
2
日

（
日

）
1
0
:0

0
～

1
8
:0

0
（
最

終
入

場
1
7
:3

0
ま

で
）

【
希

望
を

め
ぐ

る
4
つ

の
個

展
】

 「
果

た
し

て
希

望
は

あ
る

の
か

」
。

今
や

多
く
の

人
が

一
度

は
抱

い
た

感
慨

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

紛
争

や
戦

争
が

起
こ

り
、

コ
ロ

ナ
も

い
ま

だ
収

束
し

て
い

ま
せ

ん
。

私
た

ち
は

大
き

な
時

代
の

曲
が

り
角

に
立

っ
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

遠
藤

昭
、

貝
野

澤
章

、
下

川
勝

、
山

口
泉

の
各

氏
の

個
展

を
同

時
開

催
し

、
希

望
を

抱
き

が
た

い
こ

の
時

代
を

い
か

に
と

ら
え

、
希

望
を

紡
い

だ
の

か
、

希
望

と
は

何
か

を
考

え
ま

す
。

1
0
月

2
8
日

（
土

）
～

1
2
月

2
4
日

（
日

）
1
0
:0

0
～

1
8
:0

0
（
最

終
入

場
1
7
:3

0
ま

で
）

益
子

国
際

工
芸

交
流

事
業

2
0
2
2
　

益
子

と
リ

ー
チ

工
房

　
次

の
1
0
0
年

へ
1
9
2
0
年

、
若

き
日

の
陶

芸
家

・
濱

田
庄

司
は

、
イ

ギ
リ

ス
の

陶
芸

家
バ

ー
ナ

ー
ド

・
リ

ー
チ

と
と

も
に

イ
ギ

リ
ス

南
西

部
の

港
町

セ
ン

ト
ア

イ
ヴ

ス
へ

渡
り

、
リ

ー
チ

工
房

を
築

き
ま

し
た

。
そ

の
よ

う
な

交
流

の
歴

史
を

背
景

に
、

国
内

外
の

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

と
益

子
町

の
さ

ら
な

る
交

流
を

目
指

し
始

ま
っ

た
「
益

子
国

際
工

芸
交

流
事

業
」
。

リ
ー

チ
工

房
創

立
1
0
0
年

の
2
0
2
0
年

に
は

、
当

事
業

で
初

め
て

益
子

の
若

手
陶

芸
家

が
リ

ー
チ

工
房

の
一

員
と

し
て

働
き

学
ぶ

「
リ

ー
チ

工
房

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
と

、
現

役
の

リ
ー

チ
工

房
陶

芸
家

に
よ

る
「
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
・
イ

ン
・
レ

ジ
デ

ン
ス

in
益

子
」
を

企
画

。
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
る

2
年

の
延

期
を

経
て

、
2
0
2
2
年

に
益

子
と

リ
ー

チ
工

房
の

陶
芸

家
交

換
派

遣
が

実
現

し
ま

し
た

。
≪

会
場

：
益

子
陶

芸
美

術
館

　
第

３
展

示
室

≫

７
月

1
5
日

（
土

）
～

1
1
月

６
日

（
月

）
9
:3

0
～

1
7
:0

0
（
2
月

～
1
0
月

）
※

入
館

は
1
6
:3

0
ま

で
無

料

【
関

連
プ

ロ
グ

ラ
ム

】
講

演
会

「
育

成
の

場
、

リ
ー

チ
工

房
」

講
師

：
マ

シ
ュ

ー
・
タ

イ
ア

ス
 ［

リ
ー

チ
工

房
副

館
長

・
学

芸
員

／
イ

ギ
リ

ス
］

≪
会

場
：
益

子
国

際
工

芸
交

流
館

≫

９
月

９
日

（
土

）
1
4
:0

0
～

1
6
:0

0
無

料
（
予

約
優

先
）

開
館

3
0
周

年
記

念
　

陶
芸

家
　

和
田

的
展

千
葉

県
出

身
で

現
在

も
千

葉
県

佐
倉

市
で

作
陶

す
る

和
田

的
（
1
9
7
8
～

）
の

初
期

作
品

か
ら

最
新

作
ま

で
、

彫
り

と
削

り
を

極
め

た
作

品
の

数
々

を
紹

介
し

ま
す

。
ま

た
、

陶
芸

以
外

に
も

F
R

P
や

ス
テ

ン
レ

ス
を

用
い

た
造

形
作

品
も

展
示

し
ま

す
。

７
月

3
0
日

（
日

）
～

1
0
月

９
日

（
月

・
祝

）
9
:3

0
～

1
7
:0

0
（
2
月

～
1
0
月

）
※

入
館

は
1
6
:3

0
ま

で

一
般

6
0
0
円

（
5
5
0
円

）
小

学
生

・
中

学
生

3
0
0
円

（
2
5
0
円

）
6
5
歳

以
上

は
個

人
・
団

体
と

も
に

3
0
0
円

（
）
内

は
2
0
名

以
上

の
団

体
料

金
※

受
付

に
て

年
齢

確
認

で
き

る
も

の
を

ご
提

示
下

さ
い

。

【
関

連
イ

ベ
ン

ト
】

作
家

に
よ

る
ギ

ャ
ラ
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ー

ト
ー

ク

≪
会
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：
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芸
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１

階
展
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室

≫

９
月
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日
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土
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：
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～
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」
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。
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：
　

追
想
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一
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年
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に
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と
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仕
事
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追
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切
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介

し
ま

す
。

≪
会

場
：
２

階
展

示
室

≫

７
月

3
0
日
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1
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月

９
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・
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）
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～

1
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館
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般
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）
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生
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円

（
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）
6
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以
上
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・
団
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に

3
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円

（
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体
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金
※

受
付

に
て

年
齢
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認

で
き

る
も

の
を
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示
下

さ
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岡
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、
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翌
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ッ
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Ｃ
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2
0
分

・
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真
岡
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2
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分

＜
駐

車
場

＞
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料
　

約
2
5
0
台

※
益

子
陶

器
市

期
間

中
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有
料

T
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益 子 町

益
子

陶
芸

美
術

館
／

陶
芸

メ
ッ

セ
・
益

子
（
芳

賀
郡

益
子

町
益

子
3
0
2
1
）

足
利

市
立

美
術

館
（
足

利
市

通
2
-
1
4
-
7
）

一
般

7
1
0
円

（
5
6
0
円

）
高

校
生

・
大

学
生

5
0
0
円

（
4
0
0
円

）
中

学
生

以
下

無
料

※
（
）
内

は
2
0
名

以
上

の
団

体
料

金

月
曜

日
（
祝

日
を

除
く
）
、

祝
日

の
場

合
は

翌
平

日
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市
町

名
場
　
所

内
　
容

交
通
ア
ク
セ
ス

問
い
合
わ
せ

足 利 市

八
木
節
会
館

（
足
利
市
福
居
町
5
8
0
-
1
）

【
八

木
節

】
日
本
三
大
音
頭
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
、
足
利
の
郷
土
芸
能
「
八
木
節
」
の
公
演
資
料
を

ご
覧
頂
い
た
り
、
実
演
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
八
木
節
の
実
演
は
1
0
名
様
以
上
の
団
体
様
で
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
）
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岡
IC
か
ら
約
2
0
分

足
利
八
木
節
連
合
会

T
E
L
　
0
2
8
4
-
7
1
-
1
2
1
4

体
　
験

　
情

　
報

16



市
町
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所

催
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設
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～
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※
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／
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※
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。
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翌
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始
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」
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桜
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又
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。
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催
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日日光光田田母母沢沢御御用用邸邸記記念念公公園園    

二階「御日拝所
ごにっぱいじょ

」室内特別公開〔日光市〕 
～紅葉の時期に合わせ、二階からの美しい庭園の眺望をお楽しみください～ 

令和５年１０月１４日(土)～１１月１４日(火)   

  

        庭 園               御日拝所外観 

 

大正天皇の旧御用邸（国指定重要文化財）である日光田母沢御用邸記念公園の庭園には、

カエデ類５種類５０本程の他ツツジ類が多数あり、例年１０月下旬から１１月上旬にかけ

て紅葉し庭園が鮮やかに彩られます。 

見学順路二階にある「御日拝所」は通常立入が制限されていますが、庭園への眺めが良

いため、この時期に合わせて室内を特別に公開しています。 

この部屋は紀州徳川家江戸中屋敷であった赤坂離宮の中心部分を移築したもので、数寄

屋風の意匠が特徴です。弧を描く独特のデザインを持つ床の間の落とし掛けや、普段見ら

れない違い棚の意匠なども合わせてお楽しみください。 

 
○期間・内容  ◆期  間：令和５年１０月１４日（土）から１１月１４日（火） 

          ※期間中無休 
        ◆開園時間：午前９時～午後４時３０分（受付は午後３時４５分まで） 

◆入 園 料：通常の入園料のみ 
高校生以上大人６００円、小中学生３００円 

◆内  容：紀州徳川家江戸中屋敷であった赤坂離宮の移築部分「二階 
御日拝所」を紅葉の期間限定で特別公開 

○場   所  日光田母沢御用邸記念公園内 御日拝所 栃木県日光市本町８－２７ 
○交通ガイド   車 ：日光宇都宮道路日光ＩＣから約３.８ｋｍ 

電 車：JR 日光駅、東武日光駅から約３ｋｍ 
        バ ス：JR 日光駅・東武日光駅から、東武バス湯元温泉行・中禅寺温泉

行・奥細尾行・清滝行「日光田母沢御用邸記念公園」下車１分 
○駐 車 場  普通車３００円、大型バス１,５００円（いずれも２時間料金） 
○問い合わせ  日光田母沢御用邸記念公園管理事務所 TEL０２８８－５３－６７６７ 

URL https://www.park-tochigi.com/tamozawa/ 
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日日光光田田母母沢沢御御用用邸邸記記念念公公園園   
御食堂 室内特別公開〔日光市〕 

～両陛下がお食事をしながら楽しんだ景色をご堪能ください～ 
令和５年１０月１４日(土)～１１月１４日(火)   

 

  

 

 

 

 

 

 

        御 食 堂               室内からの景色       

 
大正天皇の旧御用邸（国指定重要文化財）である日光田母沢御用邸記念公園では、   

天皇・皇后が普段の日常生活において食事をされた「御食堂」室内の特別公開をします。 

縁側に立ちますと庭園を広く一望でき、例年１０月下旬から１１月上旬にかけて色づく

庭園の木々の紅葉をお楽しみいただけます。 

通常立入ることのできない場所です、是非この機会にご来園ください。 

 
○期間・内容  ◆期  間：令和５年１０月１４日（土）～１１月１４日（火） 
              ※期間中無休 
        ◆開園時間：午前９時～午後４時３０分（受付は午後３時４５分まで） 

◆入 園 料：通常の入園料が必要 
高校生以上大人６００円、小中学生３００円、幼児以下無料 

◆内  容：通常室内に入ることのできない御食堂を、 

期間限定で特別公開 
◆休 園 日：毎週火曜日（祝日の場合は翌日） 

○場   所  日光田母沢御用邸記念公園内 栃木県日光市本町８－２７ 
○交通ガイド   車 ：日光宇都宮道路日光ＩＣから約３.８ｋｍ 

電 車：JR 日光駅、東武日光駅から約３ｋｍ 

バ ス：JR 日光駅・東武日光駅から、東武バス湯元温泉行・中禅寺温泉

行・奥細尾行・清滝行「日光田母沢御用邸記念公園」下車１分 

○駐 車 場  普通車３００円、大型バス１,５００円（いずれも２時間料金） 
○問い合わせ  日光田母沢御用邸記念公園管理事務所 TEL０２８８－５３－６７６７ 
URL https://www.park-tochigi.com/tamozawa/ 
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日日光光田田母母沢沢御御用用邸邸記記念念公公園園  
中坪めぐりツアーガイド〔日光市〕 
～専属スタッフが通常立入れない中坪をご案内します～ 
令和５年７月１５日～１０月１５日の土日限定サービス   

  
 

大正天皇の旧御用邸（国指定重要文化財）である日光田母沢御用邸記念公園では、  

下記期間の毎週土・日曜日に、通常立ち入ることのできない中坪（中庭）を、専属スタッ

フがご案内するガイドサービスを実施します。 

「庭師や警備」が管理のために使用していた「下行道（げこうどう）」を通り１３か所

ある中坪のいくつかに入り、当時の生活や建築様式などを詳しく解説します。 

当日は、１０：３０からと１４：３０からの２回実施、各回とも約１時間程度で予約

は不要ですが、当日、希望する回の開始時間５分前までに受付ください。また、ガイド

は通常の入園料の他に３００円の料金がかかります。 

なお、当ガイドサービスの定員は各回とも概ね先着１５名様となります。 

 
○期間・内容  ◆期  間：令和５年７月１５日～１０月１５日までの毎週土日 

        ◆開催時間：１日 ２回  当日受付 

１０：３０～１１：３０ 

１４：３０～１５：３０ 

              ※各回とも約１時間程度 

◆参 加 料：３００円／名 

※別途入園料が必要 

高校生以上大人６００円、小中学生３００円、幼児以下無料 

○場   所  日光田母沢御用邸記念公園 栃木県日光市本町８－２７ 

○交通ガイド   車 ：日光宇都宮道路日光ＩＣから約３.８ｋｍ 

電 車：JR 日光駅、東武日光駅から約３ｋｍ 

バ ス：JR 日光駅・東武日光駅から、東武バス湯元温泉行・中禅寺温泉

行・奥細尾行・清滝行「日光田母沢御用邸記念公園」下車、徒

歩１分 

○駐 車 場  普通車３００円、大型１,５００円（いずれも２時間料金） 

○問い合わせ  日光田母沢御用邸記念公園管理事務所 TEL０２８８－５３－６７６７ 

URL https://www.park-tochigi.com/tamozawa/ 
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日光自然博物館 9・10 月の観察会 

 

●小田代原『草紅葉』ガイドウォーク 

内  容    奥日光の本格的な木々の紅葉に先駆けて始まる「小田代原の草紅葉」。 

        まだまだ「知る人ぞ知る」なその絶景は、様々な自然の魅力と秘密で溢れています。 

        奥日光の紅葉最前線で、ネイチャーガイド（自然解説員）による解説を聞きながら素晴 

らしい景色を堪能しましょう。 

期  日    令和５年 9 月 30 日（土）、１０月 7 日（土）、８日（日） 

時 間    午前の部 9：25 ～ 10：5０/午後の部 13：55 ～ 15：20 

参 加 費    一律 1,０００円（低公害バス運賃別途） 

集合場所    赤沼自然情報センター 

対 象    どなたでも 

定 員    各回１5 名 

 

 

 

※すべての観察会においてお子様のみのご参加はご遠慮いただいています。また、先着順での受付にな

りますのでご了承ください。 

 

詳しくは、日光自然博物館ホームページ https://www.nikko-nsm.co.jp もしくは、 

（TEL）0288-55-0880（FAX）0288-55-0850 までお問い合わせください。 

【栃木県立日光自然博物館  〒321-1661 栃木県日光市中宮祠 2480-1】 
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塩原温泉ビジターセンター 

散策プログラム「ネイチャーウォーク大沼公園」 

「大沼公園」の森で、四季の森時間を過ごす！ 

塩原温泉郷での旅の思い出をビジターセンターが演出します！ 

元気なご家族・子供たち大歓迎！ 

大沼公園で美しい四季と、自然の営みを体感 

観察してみませんか？ 

 

さあじっくり「紅葉狩り」といきましょう        

草紅葉と木の実の収穫祭！               錦秋と晩秋の森を同時に堪能。 

                           「紅葉狩り」散策を極める！ 

１０月    ・受付開始日９月 11 日～      １１月   ・受付開始日１０月 2 日～          

27 日（金）9：30～12：30           11 日（土）9：30～12：30 

28 日（土）9：30～12：30           12 日（日）9：30～14：30 ▲ 新湯富士 

29 日（日）9：30～14：30 ▲新湯富士        

※▲新湯富士プログラム 昼食持参での参加を 
お願いします。 
その他開催日も、プログラム終了後、大沼公園 

 での昼食おすすめです！ 
 
■集合場所：大沼公園駐車場                 

■受  付：駐車場敷地内「トイレ併設休憩所」        

■参 加 費：１，０００円【宿泊参加者５００円】        

■定  員：各回２5 名                    

 

※詳しくはホームページでご確認をお願いいたします。    http://www.siobara.or.jp/vc/ 

〇大沼公園アクセス： 東北道西那須野塩原 IC から国道 400 号経由 26km 約 1 時間 

      駐車場： １５台 

〇塩原温泉ビジターセンターアクセス 

車 ：東北自動車道 西那須野・塩原 IC より３０分 

電 車：JR 東北新幹線 那須塩原駅または西那須野駅より JR バス塩原温泉行４５分 

    七つ岩吊り橋下車徒歩５分 

駐車場：無料 （普通車 30 台 大型バス 4 台） 

日光国立公園 自然公園情報センター 

塩原温泉ビジターセンター 

〒329-2921 那須塩原市塩原前山国有林 

TEL/FAX  0287-32-3050 

開館時間 9：00～16：30 入館無料 

休館日  毎週火曜日（祝日の場合翌日） 
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 いま人気の多肉植物とサボテンを展示します。 

 前半（10/15 まで）はサボテンを中心としたとげのある品

種を展示、後半（10/17 から）は多肉植物を中心とした肉厚

な品種を展示します。個性的な形や色、とげやふっくらとした

姿などほかの植物にはない魅力がたくさんです。 

 また、大温室で「謎解きイベント」も実施します。 

10 月の体験教室  

10：30～、13：30～ 各回 15 名 

14(土) ハロウィンの寄せ植え   2，000 円 

28(土) 木の実のハーバリウム   1，800 円 

 

                                                  

�とちはなちゃんドーム 10月の見頃の花� 

  

  

  

オオバナサイカク      コショウの実 

場所：とちぎ花センター  栃木県栃木市岩舟町下津原 1612 

休園日：月曜日（休日の場合は翌日)、その他特定日  

開園時間：2～10 月／9：30～16：30  11～1 月／9：30～16：00 

とちはなちゃんﾄﾞｰﾑ入館料：大人 410 円 小人 200 円 

15 名様から団体料金 大人 330 円 小人 160 円 

☆園内への入園は無料です！ドームへの入館のみ有料です。 

アクセス：お車でお超しの場合 

東北自動車道 佐野・藤岡 IC から 5 分 ／ 北関東自動車道 佐野田沼 IC から 25 分 

電車でお越しの場合 

ＪＲ栃木駅からふれあいバス岩舟線で約 30 分 

駐車場：無料  お問い合わせ：電話 0282-55-5775  http://florence.jp 
ペット同伴 OK です。とちはなちゃんドームにも入れます！ 

（※園内では必ずリードを着用し、マナーを守ってください。） 

とちはなちゃん 

開催期間：９月９日（土）～１１月１２日（日） 

場  所：とちはなちゃんドーム 

多肉とサボ展 ～古代トゲ文明とタニーク帝国の謎～ 

秋のフラワーフェスティバル ～ハロウィンスペシャル～ 

 園内はハロウィンで飾り付けられます。秋バラなど秋の花ざかり

とこの時期だけの特別な体験教室やイベントをお楽しみください。 

開催期間：10 月 1 日（日）～29 日（日） 
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とちぎわんぱく公園 

わんぱく公園で様々な体験を〔壬生町〕 

        

かかしまつり         雨天でも安心♪屋内施設『こどもの城』 

 

とちぎわんぱく公園は、日常では経験できない体験メニューなど、お子さんから大人の方まで楽

しめるイベントが盛りだくさんです。９月はヤギと友だちになろうやカヌー体験教室など、下記

の様々なイベントを開催します。ぜひ、とちぎわんぱく公園にお越しください。 

※イベントは予告なく変更・中止になる場合があります。予めご了承ください。 

9 月のとちぎわんぱく公園のイベント  ◆当日申込 ★事前申込（１か月前から受付） 

◆ヤギと友だちになろう 

双子のヤギ、はな（姉）&そら（弟）に餌やり体験！ 

  日 時：9 月１0 日（日）１０：００～１１：００ 

場 所：なかよし農園ヤギ舎  定 員：１０組  参加費：１００円（１組） 

  その他：雨天中止 

 

◆かかしまつり 

 可愛いかかし達がリンゴを見守ってくれています！ぜひご覧ください。 

  日 程：９月１6 日（土）～１０月9 日（月祝） 

時 間：８：３０～１８：３０（開園時間内。１０月は１７：３０まで） 

  場 所：リンゴ並木  その他：荒天時、安全のため一時撤去する場合があります。 

 

◆紙ヒコーキをつくって飛ばそう！ 

 講師による特製キットを組み立て、作る・飛ばすを楽しみながら 

飛行タイムを計ります。 

  日 時：９月１６日（土）１３：００～１５：００ 

  場 所：受付・工作 ぱなぱな工房／活動 風の原っぱ 

  定 員：２５組  参加費：３００円 その他：雨天中止 

 

★カヌー体験教室 

カヌーの初歩的な操作を学び、ゲームなどを通して楽しく技術を習得します。 

日 程：９月１７日（日）・９月１８日（月祝） 

時 間：10：0０～１２：００／１３：３０～１５：３０ 

受付場所：カヌーの家（活動は冒険の湖）  対 象：小学3 年生以上  

定 員：各日各回12 名  参加費：1,５00 円   

  持ち物：帽子、タオル、飲み物、着替え、濡れてもよい靴、眼鏡使用の方はメガネバンド 

  その他：小雨決行 
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★水面を楽しむみどりの生け花 

トクサにワイヤーを通し、インドアグリーンの葉とあわせ、 

創作生け花に挑戦します。 

日 時：9 月18 日（月祝）１０：0０～１1：3０ 

場 所：ぱなぱな工房  定 員：12 組  参加費：１，5００円 

 

 

 

 

【とちぎわんぱく公園について】 

○入 園 料  無料 

○交通ガイド  電車：東武宇都宮線おもちゃのまち駅下車 約２．５Ｋｍ（車で５分） 

         車 ：北関東自動車道壬生Ｉ.C から約２Ｋｍ（約３分） 

          ：北関東自動車道壬生ハイウェーパークから徒歩３分 

○駐 車 場  約１，０００台（無料） 

○問い合わせ  とちぎわんぱく公園管理事務所（栃木県下都賀郡壬生町大字国谷２２７３） 

        TEL 0282－86－5855  FAX 0282－86－5860 

        URL https://www.park-tochigi.com/wanpaku/  わんぱく公園   検索  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⓒ1998スタジオジブリ 
ピッピ 
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